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明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
年
）
三
月
以
来
、
寄
附
を
募
っ
て
長
崎
病
院
改
築
の
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
た
が
、
四
月
、
梅
香
崎
大
徳
寺
跡
に
レ
ウ
エ
ン
の
設
計
に
従
っ
て
起
工
し
、
以
来
五
ケ
月
、
同
年
八
月
、
落
成
す
る
こ
と
に
な
り
、
直
ち
に
開
院
さ
れ
た
。
又
そ
の
経
費
は
主
と
し
て
病
院
の
基
本
金
に
よ
り
、
不
足
は
管
内
有
志
の
寄
附
金
で
ま
か
な
っ
て
維
持
を
続
け
た
が
、
年
と
共
に
入
院
及
び
外
来
患
者
が
多
く
な
り
、
然
も
建
築
は
益
々
頽
敗
さ
れ
る
に
任
せ
ら
れ
て
い
た
し
、
病
室
は
狭
陰
と
な
り
、
設
備
も
亦
不
完
成
で
、
姑
息
な
修
繕
で
は
協
わ
ぬ
状
態
に
陥
っ
た
。
　
「
自
明
治
十
二
年
至
同
十
七
年
、
土
木
課
営
繕
桂
吏
務
課
、
営
繕
之
部
、
鞭
」
覧
え
る
記
妻
抄
録
し
て
お
く
．
　
長
崎
病
院
新
築
場
所
地
均
シ
可
致
筈
之
処
御
課
安
場
三
ホ
属
不
在
ニ
テ
　
ハ
何
分
着
手
相
成
兼
候
処
追
々
病
院
建
家
モ
切
込
依
テ
地
均
シ
至
急
ヲ
　
不
要
テ
ハ
諸
事
差
支
候
間
同
人
帰
庁
之
儀
於
御
課
御
取
斗
相
成
候
哉
叉
　
ハ
当
係
ニ
テ
上
局
へ
相
伺
夫
々
手
数
相
運
可
申
哉
若
当
係
ニ
テ
手
数
相
　
運
候
筋
二
候
ハ
・
出
張
先
キ
御
通
知
相
成
度
此
段
及
御
照
会
候
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
庶
務
課
　
　
　
十
二
年
五
月
廿
六
日
　
　
　
　
　
　
衛
生
係
（
大
坪
）
　
　
土
木
課
　
御
中
　
次
に
、
明
治
十
三
年
（
一
八
八
○
年
）
の
病
院
新
築
関
係
資
料
も
序
で
に
示
し
て
置
こ
う
。
　
長
崎
新
築
病
院
へ
寄
附
人
名
掲
示
之
義
嘗
テ
御
照
会
致
置
候
処
追
々
出
　
来
候
二
付
一
先
県
官
ノ
ミ
掲
ケ
度
候
条
其
職
之
者
一
人
本
日
午
後
一
時
　
ヨ
リ
御
回
シ
相
成
度
余
ハ
暫
時
掲
示
候
条
此
段
及
御
照
会
候
也
　
　
　
十
三
年
三
月
八
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
衛
生
課
（
騰
襯
）
　
　
営
繕
係
　
御
中
　
県
庁
門
前
に
掲
示
板
を
掲
げ
た
の
は
こ
の
後
も
四
月
十
三
目
、
同
月
廿
二
日
、
五
月
三
日
、
同
月
十
二
日
、
六
月
十
日
、
同
月
二
十
六
日
等
で
あ
っ
た
。
　
さ
て
、
明
治
十
年
以
後
、
連
年
、
大
流
行
を
示
し
て
い
た
長
崎
の
コ
レ
ラ
流
行
は
明
治
十
年
の
政
府
及
び
長
崎
県
庁
の
衛
生
行
政
の
方
策
に
よ
っ
て
種
々
の
施
設
も
完
備
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
一336．一
あ
る
が
、
明
治
十
二
年
も
再
び
コ
レ
ラ
の
流
行
が
起
っ
て
い
る
。
伝
染
経
路
遮
断
を
目
途
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
当
時
の
衛
生
行
政
で
は
あ
る
が
、
明
治
十
二
年
五
月
、
長
崎
県
士
族
西
彼
杵
郡
喜
々
津
村
九
百
廿
九
番
地
、
公
文
与
吉
郎
（
二
十
四
年
八
月
）
は
履
歴
を
長
崎
県
に
呈
出
し
、
コ
レ
ラ
病
船
舶
検
按
医
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
吉
田
健
康
の
人
選
で
あ
っ
た
。
履
歴
に
よ
る
と
、
公
文
与
吉
郎
は
明
治
二
年
二
月
よ
り
長
崎
県
医
真
島
秀
碩
に
従
い
、
同
五
年
十
二
月
ま
で
理
化
学
及
び
解
剖
学
、
生
理
学
、
薬
剤
学
を
学
び
、
六
年
一
月
よ
り
佐
賀
県
医
太
田
精
造
に
従
い
、
同
七
年
八
月
ま
で
病
理
学
及
び
治
療
の
実
地
修
業
を
し
た
。
同
年
八
月
、
帰
郷
、
開
業
し
た
が
、
翌
八
年
七
月
よ
り
再
び
佐
賀
県
病
院
長
松
尾
良
明
に
従
い
、
九
年
一
月
ま
で
内
科
外
科
治
療
学
及
び
実
地
修
業
を
な
し
た
。
そ
し
て
九
年
二
月
、
帰
郷
開
業
し
て
い
た
折
、
長
崎
験
学
校
が
設
立
さ
れ
、
同
年
九
月
に
入
学
、
同
十
年
四
月
ま
で
解
剖
学
を
受
講
し
た
。
同
年
四
月
、
陸
軍
々
団
病
院
傭
医
を
勤
め
、
，
以
後
、
陸
軍
薬
剤
官
副
石
塚
左
玄
に
従
い
、
薬
物
学
及
び
製
薬
術
を
学
び
、
明
治
十
一
年
十
月
、
長
崎
県
雇
医
を
、
翌
年
三
月
、
長
崎
徴
兵
署
傭
医
と
な
っ
だ
。
　
（
「
明
治
＋
二
年
教
員
医
員
学
区
取
締
辞
令
原
書
」
）
　
　
　
　
第
五
章
　
長
崎
髪
学
校
　
六
月
十
二
目
に
至
り
、
長
崎
肇
学
校
の
整
備
に
努
力
し
て
い
た
吉
田
健
康
は
県
令
内
海
忠
勝
に
伺
を
提
出
し
、
学
校
内
の
生
徒
が
漸
次
増
加
し
、
学
科
も
次
第
に
進
ん
で
来
た
が
、
従
来
の
よ
う
に
病
院
よ
り
兼
務
し
て
教
授
を
続
け
て
い
る
教
員
だ
け
で
は
、
何
分
行
屈
き
兼
ね
る
の
で
、
自
然
生
徒
の
学
問
的
な
進
歩
も
思
わ
し
く
な
く
、
卒
業
の
期
も
遅
延
す
る
よ
う
で
は
済
ま
ぬ
こ
と
で
も
あ
る
た
め
、
定
額
金
使
用
予
算
表
に
記
載
し
た
通
り
、
専
務
の
教
員
一
名
を
至
急
、
雇
入
れ
た
い
と
申
出
た
。
　
　
　
専
務
教
員
雇
入
之
儀
二
付
伺
　
当
校
内
外
生
徒
追
々
増
員
学
科
も
次
第
二
相
進
ミ
候
処
従
前
之
通
り
病
　
院
よ
り
兼
務
之
教
員
ノ
ミ
ニ
テ
ハ
何
分
届
兼
候
よ
り
自
然
生
徒
之
進
歩
　
卒
業
ノ
期
遅
延
候
様
ニ
テ
者
不
相
済
義
二
付
先
般
相
伺
候
定
額
金
使
用
　
予
算
表
ニ
モ
書
載
候
通
り
専
務
之
教
員
壱
名
至
急
御
雇
入
相
成
候
様
仕
　
り
度
候
此
段
相
伺
候
也
　
　
　
　
　
　
　
　
長
崎
竪
学
校
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
吉
田
健
康
（
吉
田
）
　
　
　
明
治
十
二
年
六
月
十
二
日
　
　
長
崎
県
令
　
内
海
忠
勝
殿
　
こ
れ
に
対
し
て
学
務
課
で
は
十
二
日
よ
り
審
議
し
、
十
四
日
に
学
第
二
八
二
号
を
以
て
、
吉
田
健
康
の
伺
を
聞
屈
け
、
相
応
の
者
一337一
　
　
　
　
第
三
節
　
長
崎
病
院
の
改
築
を
撰
択
の
上
、
人
名
、
給
料
な
ど
を
更
に
申
出
す
べ
き
旨
を
伝
え
た
．
（
「
明
準
二
年
碧
請
学
諌
教
募
霧
簿
第
莞
教
員
以
下
進
退
之
部
」
）
　
そ
こ
で
撰
択
さ
れ
、
事
務
教
員
に
雇
入
れ
た
の
は
山
口
県
士
族
佐
藤
方
朔
で
あ
る
。
月
給
二
十
五
円
で
、
六
月
十
七
日
、
吉
田
健
康
は
再
び
「
専
務
教
員
御
雇
入
之
儀
に
付
伺
」
を
県
令
内
海
忠
勝
に
提
出
し
、
十
九
日
に
採
用
さ
れ
た
。
（
「
明
治
十
二
年
教
員
医
員
学
区
取
締
辞
令
原
書
」
）
一338一
、
